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令
和
七
年
三
月
十
日
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
よ
り
『
吉
澤
文
庫
善
本
解
題
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
（
後
日
、
全
文
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
図
書
課
で
手
配
頂
け
る
予
定
）
。
図
書
課
の
多
大
な
る
協
力
を
得
て
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
が
編
集
し
た
も
の
で
、

同
学
科
に
所
属
す
る
全
教
員
が
分
担
執
筆
し
た
。
ま
た
、
一
部
の
本
学
大
学
院
国
文
学
専
攻
学
生
や
本
学
国
文
学
科
卒
業
生
、
さ
ら
に
は

他
学
部
他
学
科
教
員
な
ど
も
、分
担
執
筆
に
加
わ
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
九
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
た
一
般
書
も
対
象
と
す
る
悉
皆
目
録
（
『
京

都
女
子
大
学
図
書
館
報
』
特
別
号
）
に
対
し
て
、
善
本
に
限
っ
て
の
解
題
目
録
の
作
成
が
、
昭
和
五
十
年
代
に
計
画
さ
れ
た
も
の
の
、
頓
挫
し

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
5
判
で
、
末
尾
の
「
書
名
索
引
」
な
ど
も
含
め
て
計
約
百
八
十
頁
、
全

百
十
二
項
目
。
善
本
と
認
め
て
選
出
し
た
資
料
一
点
ご
と
に
一
項
目
を
立
て
て
（
複
数
の
資
料
を
一
括
し
て
一
項
目
と
し
た
場
合
も
あ
り
）
、
書
誌

事
項
を
は
じ
め
と
す
る
解
題
を
、
必
要
に
応
じ
て
影
印
を
交
え
つ
つ
掲
載
し
た
。
ま
た
、
当
該
資
料
自
体
に
言
及
す
る
参
考
文
献
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
を
項
目
の
末
尾
に
掲
げ
も
し
た
。
な
お
、
吉
澤
文
庫
は
、
昭
和
三
十
二
年
、
本
学
図
書
館
に
最
初
に
設
置
さ
れ
た
個
人
文
庫
。

京
都
帝
国
大
学
教
授
で
、
本
学
に
て
教
授
も
務
め
ら
れ
た
、
国
語
学
・
国
文
学
者
で
、
歌
人
、
書
家
で
も
あ
っ
た
吉
澤
義
則
先
生
（
一
八
七

六
～
一
九
五
四
）
の
旧
蔵
書
約
六
千
点
か
ら
成
る
。
今
回
の
刊
行
を
記
念
し
て
、
目
録
に
取
り
上
げ
た
閉
架
書
庫
配
架
資
料
（
貴
重
書
指
定
の

も
の
と
違
っ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
紙
焼
写
真
が
な
い
）
の
う
ち
六
点
の
影
印
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
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筑
紫
紀
行　

東
路
の
つ
と　
　

請
求
記
号 Y291.08/I　

  

資
料
Ｉ
Ｄ 512001748

　

袋
綴
写
本
合
一
冊
。
外
題
「
筑
紫
紀
行
」
、
内
題
ナ
シ
。
縦
二
六
・
四
×
横
一
八
・
五
糎
。
奥
書
「
右
両
紀
行
求
或
人
之
家
本
書
写
之
訖
。

于
時
享
保
壬
子
之
冬
日　

隠 　

 

（
「
乞
」
カ
）
翁
書
之
」
（
最
終
丁
裏　

目
録
に
影
印
掲
載
）
あ
っ
て
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の
書
写
と
知

れ
る
。
宗
祇
に
よ
る
紀
行
『
筑
紫
紀
行
』
（
『
筑
紫
道
記
』
）
と
、
宗
祇
の
弟
子
で
あ
る
宗
長
に
よ
る
紀
行
『
東
路
の
つ
と
』
と
を
、
合
写
し
て

い
る
。
前
者
は
二
十
三
丁
、
後
者
は
十
四
丁
に
亘
る
。
『
筑
紫
紀
行
』
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
も
中
世
日
記

紀
行
文
学
全
評
釈
集
成
も
、
猪
苗

代
兼
載
所
持
本
に
よ
っ
て
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に
里
村
昌
叱
が
書
写
し
た
系
統
の
も
の
と
の
奥
書
を
有
す
る
群
書
類
従
本
を
底
本
と
し

て
、
天
和
三
年
板
本
と
校
合
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
享
保
十
七
年
書
写
の
吉
澤
文
庫
本
は
、
本
作
品
の
本
文
校
訂
上
に

お
け
る
意
味
は
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
い
。
『
東
路
の
つ
と
』
の
方
は
、
重
松
裕
巳
編
『
宗
長
作
品
集
〈
日
記
・
紀
行
〉
』
（
古
典
文
庫
四
四
三
、

昭
和
五
十
八
年
）
が
、
計
五
本
の
写
本
の
翻
刻
を
収
載
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
右
吉
澤
文
庫
本
を
含
む
六
伝
本
を
取
り
上
げ
て
、
詳
細
な

検
討
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
右
吉
澤
文
庫
本
に
つ
い
て
も
、
翻
刻
を
収
載
す
る
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
写
の
太
宰
府
天
満
宮

蔵
西
高
辻
家
本
、
ま
た
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
写
の
天
理
図
書
館
蔵
綿
屋
文
庫
本
と
、
「
内
容
は
」
「
同
じ
」
と
指
摘
す
る
。
た
だ
、
本
文

の
字
句
に
は
細
か
な
相
違
が
種
々
見
ら
れ
、
三
本
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
三
本
が
属
す
る
系
統
の
本
文
を
よ
り
正
確
に
見

定
め
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
以
下
に
は
、
後
半
の
『
東
路
の
つ
と
』
の
分
（
24
オ
～
37
オ
）
の
み
、
影
印
を
掲
げ
て
お
く
。
な
お
、
連
歌
師

の
紀
行
と
し
て
は
本
学
図
書
館
に
は
、
最
善
本
で
あ
る
「
甲
子
庵
文
庫
本
に
も
っ
と
も
近
く
」
「
甲
子
庵
文
庫
本
に
つ
い
で
注
意
す
べ
き
写

本
で
あ
る
」
（
島
津
忠
夫
・
大
村
敦
子
編
著
『
甲
子
庵

文
庫
蔵
紹
巴
冨
士
見
道
記 

影
印
・
翻
刻
・
研
究
』
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
八
年
）『
紹
巴
冨
士
見
道
記
』
寛
文

頃
写
本
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
中
前
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志
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26 ウ
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27 オ
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27 ウ
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28 オ
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28 ウ
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29 オ
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澤
文
庫
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庫
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29 ウ
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30 オ
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30 ウ
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31 オ
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31 ウ
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32 オ
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32 ウ
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66
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吉
澤
文
庫
閉
架
書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

67

35 ウ



68

36 オ



吉
澤
文
庫
閉
架
書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

69

36 ウ



70

37 オ



吉
澤
文
庫
閉
架
書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

71

一
楽
庵
記　
　

請
求
記
号 YW

210.083/K

　
　

資
料
Ｉ
Ｄ 512001145

　

黄
土
色
無
地
表
紙
（
縦
二
四
・
一
×
横
一
七
・
一
糎
）
、
墨
付
五
丁
の
袋
綴
一
冊
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
あ
る
い
は
同
九
年
の
書
写
。
外

題
「
一
楽
庵
之
記
」
（
表
紙
左
上
題
簽
に
墨
書
）
、
内
題
「
一
楽
庵
記
」
。
外
題
の
右
下
に
墨
書
「
北
畠
信
意
卿
」
。
奥
書
（
5
ウ
）
は
、
も
と
も

と
は
北
畠
信
意
自
筆
本
を
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
書
写
し
た
も
の
と
す
る
。
他
に
伝
本
が
見
当
た
ら
な
い
孤
本
で
あ
る
。
前
表
紙
見
返

紙
右
下
に
、
本
文
と
同
筆
で
「
此
記
真
偽
未
詳
。
然
故
実
有
所
取
焉
。
因
附
管
見
。
天
明
甲
辰
季
閏
正
月　

古
我
波
都
玖
比
呂
云
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
天
部
に
見
え
る
注
釈
は
、
こ
の
「
古
我
波
都
玖
比
呂
」
に
よ
る
も
の
か
。
「
あ
ん
ら
く
じ
」
（
安
楽
寺
）
の
「
り
や
う
が
」
（
良

雅
）
に
誘
わ
れ
、
こ
の
国
に
来
て
三
年
に
な
る
と
、
冒
頭
に
記
す
。
頭
注
も
指
摘
す
る
が
、
「
あ
ん
ら
く
じ
」
と
は
、
伊
勢
国
鈴
鹿
郡
安
楽

村
（
現
三
重
県
亀
山
市
安
坂
山
町
）
に
あ
る
禅
宗
寺
院
。
同
寺
の
近
く
に
、
奥
書
に
見
え
る
、
北
畠
信
意
が
退
隠
し
た
と
い
う
「
御
所カ

比
良
」

が
存
す
る
。
本
書
は
、
そ
の
辺
り
に
退
隠
し
て
一
楽
庵
を
結
ん
だ
こ
と
な
ど
を
記
述
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
北
畠
具
教

の
子
の
伊
勢
国
司
と
も
織
田
信
雄
が
改
名
し
た
も
の
と
も
さ
れ
る
、
北
畠
信
意
が
、
自
ら
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
と
、
本
書
は
主
張
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
引
通
り
古
我
波
都
玖
比
呂
も
「
此
記
真
偽
未
詳
」
と
記
す
が
、
恐
ら
く
は
偽
書
で
あ
る
に
違
い
な
か
ろ
う
。

信
意
が
「
御
所
ケ
平
」
に
隠
居
し
た
と
い
う
伝
説
は
、
『
鈴
鹿
郡
郷
土
誌
』
や
『
亀
山
地
方
郷
土
史
』
に
記
さ
れ
、
遡
れ
ば
天
保
四
年
（
一

八
三
三
）
完
成
『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
鈴
鹿
郡
巻
之
四
に
「
此
山
脈
ニ
続
キ
テ
御
所
カ
壙
ト
云
ア
リ
。
多
気
国
司
信
意
経
廻
ノ
地
ニ
シ
テ
、
山

渓
ノ
間

ク
幽
棲
ス
。
木
造
殿
ト
称
シ
、
故
ニ
御
所
壙
ト
云
。
樵
夫
ノ
伝
ナ
リ
」
な
ど
と
見
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
『
一
楽

庵
記
』
は
、
よ
り
遡
る
時
点
で
生
み
出
さ
れ
た
、
北
畠
信
意
退
隠
伝
説
に
伴
う
偽
書
と
し
て
興
味
深
く
、
精
査
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。 

 

（
中
前
正
志
）
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1
ウ

2
オ
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ウ
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3
ウ

4
オ
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4
ウ

5
オ



吉
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5
ウ

後
表
紙
見
返
し
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拙
著
目
録　
　

請
求
記
号 YW

028.8/T　
　

資
料
Ｉ
Ｄ 512000090

　

本
文
共
紙
の
表
紙
（
縦
二
七
・
四
×
横
一
八
・
三
糎
）
の
左
上
に
、
「
足
代
弘
訓
／
拙
著
目
録
」
と
墨
書
す
る
、
墨
付
一
〇
丁
の
写
本
一
冊
。
蔵

書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
新
見
正
路
（
一
七
九
一
～
一
八
四
八
）
が
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
か
ら
水
野
忠
邦
が
失
脚
す
る
ま
で
、
将
軍
家

慶
の
御
側
御
用
取
次
を
務
め
て
い
た
時
期
に
、
新
見
か
ら
の
依
頼
を
承
け
て
、
差
し
出
し
た
目
録
を
中
心
と
す
る
、
足
代
弘
訓
（
一
七
八
四

～
一
八
五
六
）
の
著
述
目
録
で
あ
る
。
ま
ず
新
見
の
依
頼
に
対
す
る
返
答
が
あ
り
（
1
オ
～
2
オ
）
、
そ
の
あ
と
に
五
行
分
の
凡
例
を
挟
ん
で
、

「
伊
勢
幣
使
部
類　

三
冊
」
か
ら
「
贈
答
歌
部
類　

四
冊
」
に
至
る
ま
で
の
目
録
が
続
く
（
3
オ
～
7
ウ
）
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
差
し
出
し
た

目
録
に
対
す
る
新
見
側
か
ら
の
返
書
も
掲
載
し
て
い
る
（
8
オ
～
8
ウ
）
。
こ
れ
ら
の
あ
と
に
さ
ら
に
、
「
此
目
録
以
後
之
著
述
」
と
題
し
て
、

「
一　

御
師
考
証
附
録　

一
冊
」
以
下
の
目
録
を
載
せ
る
（
9
オ
～
10
ウ
）
。
同
目
録
の
途
中
（
9
ウ
）
、
「
日
本
紀
通
証
部
類
／
続
日
本
紀
部

類
」
と
書
い
た
二
行
分
を
覆
う
形
で
短
冊
状
の
紙
片
の
下
端
部
が
貼
付
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
紙
片
の
上
か
ら
元
の
料
紙
に
か
け
て
、
別
筆

に
て
「
日
本
紀
人
名
部
類　

九
冊
／
稿
本
日
本
後
紀
人
名
部
類　

六
冊
」
（
冊
数
は
次
行
の
「
七
冊
」
と
共
に
朱
書
）
と
書
か
れ
て
お
り
、
以
降

は
最
後
ま
で
、
そ
の
別
筆
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
別
筆
は
ま
さ
に
弘
訓
の
も
の
で
、
途
中
か
ら
は
弘
訓
自
ら
が
書
き
継
い
で
い
る
。
ま

た
、
新
見
に
差
し
出
し
た
目
録
の
方
の
諸
所
に
見
え
る
、
冊
数
を
修
正
し
た
朱
書
「
五
十
七
冊
」
（
3
オ
）
な
ど
や
朱
書
「
〇
」
印
も
、
弘

訓
筆
の
よ
う
で
あ
る
。
「
真
に
先
生
の
自
筆
追
加
も
あ
り
、
ま
た
、
全
部
に
わ
た
り
て
先
生
自
ら
の
校
訂
も
あ
れ
ば
、
世
に
伝
ふ
る
所
の
先

生
著
述
目
録
と
は
多
少
の
異
同
あ
れ
と
も
、
此
本
を
以
て
正
と
す
へ
き
か
」
と
記
す
紙
片
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
相
当
数
伝
存
す
る
ら
し

い
弘
訓
の
著
述
目
録
の
う
ち
神
宮
文
庫
所
蔵
の
嘉
永
元
年
写
『
足
代
弘
訓
著
述
目
録
』
（
第
一
一
門　

六
）
は
、
右
吉
澤
文
庫
本
と
大
変
近
い

が
、
同
本
の
弘
訓
自
筆
箇
所
は
全
く
含
ん
で
い
な
い
。
な
お
、
弘
訓
は
、
国
学
者
・
歌
人
、
伊
勢
外
宮
の
神
官
。  

（
中
前
正
志
）
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前
表
紙
見
返
し

1
オ



80

1
ウ

2
オ
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2
ウ

3
オ
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3
ウ

4
オ
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4
ウ

5
オ



84

5
ウ

6
オ
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6
ウ

7
オ
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7
ウ

8
オ
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8
ウ

9
オ



88

9
ウ
（
貼
付
さ
れ
た
紙
片
そ
の
ま
ま
の
状
態
）

9
ウ
（
貼
付
さ
れ
た
紙
片
を
め
く
り
下
げ
た
状
態
）
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澤
文
庫
閉
架
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庫
配
架
資
料
六
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1
0
オ

1
0
ウ

※1オと9ウについては、他とは異なる形で撮影した写真を使用。
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氷
面
鏡　
　

請
求
記
号 Y673.9586/M

　
　

資
料
Ｉ
Ｄ 512002081

　

並
製
本
一
冊
。
縦
二
一
・
五
×
横
一
五
・
〇
糎
、
菊
判
。
外
題
「
ひ
も
鏡
」
、
見
返
し
題
ナ
シ
、
扉
「
氷
面
鏡
」
（
文
字
朱
）
、
内
題
「
氷ひ

面も

鏡
か
〻
み

（
三
井
呉
服
店
案
内
）
」
、
柱
題
「
ひ
も
鏡
」
（
版
面
上
部
右
横
書
き
）
、
背
題
は
原
状
確
認
不
能
（
補
修
テ
ー
プ
の
上
か
ら
「
氷
面
鏡
」
と
後
人

の
追
記
）
。
表
紙
・
裏
表
紙
共
に
色
刷
り
、
絵
入
。
奥
付
に
「
明
治
三
十
三
年
十
二
月
廿
九
日
印
刷
／
明
治
三
十
四
年
一
月
一
日
発
行　

非
売
品 

」
と
あ
り
、
「
編
輯
兼

発
行
者 
合
名
会
社
三
井
呉
服
店
営
業
部
長 

日
比
翁
助 

東
京
市
日
本
橋
区
駿
河
町
七
番
地
」
と
記
載
。
各
項
目
の
内
容
と
丁
数

は
『
吉
澤
文
庫
善
本
解
題
目
録
』
（
以
下
『
目
録
』
と
略
記
）
参
照
。
多
彩
な
誌
面
に
よ
る
構
成
で
あ
り
、
本
号
所
載
の
影
印
も
参
照
さ
れ
た

い
。

　

三
越
の
Ｐ
Ｒ
誌
の
一
書
で
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
越
後
屋
が
合
名
会
社
に
改
組
し
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
再
び
三

越
呉
服
店
に
名
称
変
更
す
る
ま
で
の
期
間
の
「
三
井
呉
服
店
」
時
代
の
も
の
。
顧
客
配
布
の
非
売
品
の
た
め
、
原
本
を
架
蔵
す
る
図
書
館

は
稀
少
（
天
理
図
書
館
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
神
西
清
文
庫
他
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
閲
覧
は
館
内
・
送

信
サ
ー
ビ
ス
限
定
）
。
明
治
後
期
産
業
発
達
史
資
料
第
五
四
一
巻
（
二
〇
〇
〇
・
六　

龍
渓
書
舎
）
に
複
製
も
あ
る
が
、
細
部
ま
で
意
匠
を
凝
ら

し
た
誌
面
に
よ
る
贅
を
極
め
た
美
本
で
あ
り
、
特
に
帯
地
や
着
物
・
長
襦
袢
等
の
色
刷
雛
形
の
発
色
や
金
泥
に
よ
る
彩
金
加
工
の
立
体
的

質
感
な
ど
は
複
製
で
は
再
現
不
能
で
、
状
態
良
好
な
原
本
の
所
蔵
に
意
義
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
今
回
の
選
定
に
至
っ
た
。

　

銀
箔
で
草
花
を
象
る
美
麗
な
飾
り
枠
に
朱
で
印
字
さ
れ
た
尾
崎
紅
葉
の
題
辞
は
、
「

衣
こ
ろ
も

は
身み

の

章
し
や
う

な
り
」
と
謳
い
、
「
善
く
此
の
冊さ

う

子し

を
用
る
者
は
。
応ま

さ

に
鶯
花
世
界
に
入
り
て
。
道
の
千
草
を
も

靡
な
び
か

す
べ
し
」
と
人
心
を
鼓
舞
す
る
。
新
時
代
の
大
衆
の
生
活
・
商
業
施
設
の

営
業
活
動
に
文
学
を
接
続
さ
せ
る
意
図
も
顕
著
で
、
随
所
に
挿
入
さ
れ
る
気
の
利
い
た
画
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
影
印
参
照
）
な
ど
に
尾
崎
紅

葉
の
関
与
が
濃
厚
に
窺
わ
れ
る
一
書
。
紅
葉
の
活
動
を
見
直
す
う
え
で
も
有
益
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。 

 

（
峯
村
至
津
子
）



吉
澤
文
庫
閉
架
書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

91

『氷面鏡』　表紙と紅葉による題辞 1頁目



92

『氷面鏡』　題辞 2 ～ 3頁（銀の飾り枠、本文は文字朱）
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『氷面鏡』　目次　1・2頁（ノンブルなし）



94

『氷面鏡』　目次　3・4頁（ノンブルなし）
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『氷面鏡』　口絵写真　1頁につき 1葉、

モノクロ・横向きの状態で挿入（裏白、ノンブルなし）
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『氷面鏡』　東京三井呉服店　平面図（ノンブルなし）



吉
澤
文
庫
閉
架
書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

97

『氷面鏡』　生地雛形　1頁につき 1葉（裏白、ノンブルなし）
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『氷面鏡』　生地雛形　1頁につき 1葉（裏白、ノンブルなし）
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『氷面鏡』　扉（文字朱）と本文 1頁目



100

『氷面鏡』　支店、出張所、工業所
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架
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庫
配
架
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料
六
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『氷面鏡』　「地方御註文の栞」1 ～ 2頁目（赤地に白抜き文字）



102

『氷面鏡』　「流行衣裳」　冒頭の 1 ～ 2頁目
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庫
配
架
資
料
六
点
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『氷面鏡』　「衣服裁方積方の事」52 ～ 53頁



104

『氷面鏡』　「衣服裁方積方の事」54 ～ 55頁



吉
澤
文
庫
閉
架
書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

105

『氷面鏡』　「衣服裁方積方の事」56 ～ 57頁



106

『氷面鏡』　「衣服裁方積方の事」70 ～ 71頁
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澤
文
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書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

107

『氷面鏡』　文芸欄「錦上百花」内扉（白地に朱の色刷り）、

「はい
かい重簞笥」1頁目（文字朱）



108

『氷面鏡』　小説「黒紬」1頁目、附録 1頁目
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澤
文
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閉
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庫
配
架
資
料
六
点
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『氷面鏡』　奥付と裏表紙（表紙と同様の色刷り）



110

白
金
帖　
　

ａ
白
金
帖
、
第
１
巻
第
１
集
～
第
１
巻
第
３
集  

三
冊　

請
求
記
号 Y911.58/M

　
　

 

資
料
Ｉ
Ｄ 512004769

　
　
　
　
　

ｂ
白
金
帖
、
第
１
巻
第
４
輯 　
　
　
　
　
　
　

 

一
冊　

請
求
記
号 Y905/S　
　
　
　

資
料
Ｉ
Ｄ 512003512

　

第
一
集
～
三
集
と
第
四
輯
と
が
分
割
所
蔵
、
い
ず
れ
も
四
六
判
（
各
集
装
幀
・
内
容
・
折
丁
・
頁
数
等
の
詳
細
は
『
目
録
』
参
照
）
。
ａ
は
折
本
。

右
側
に
二
箇
所
穴
を
穿
ち
、
三
冊
纏
め
て
黒
紐
綴
じ
の
形
状
で
保
存
。
外
題
「
白
金
帖
」
（
表
紙
右
上
部
に
「
第
壹
巻
／
第
壹
集
」
「
第
壹
巻
／
第

貳
號
」
「
第
壹
巻
／
第
参
集
」
と
各
々
表
示
）
。
表
紙
・
裏
表
紙
（
香
の
図
）
共
に
紺
土
佐
に
銀
の
箔
押
し
。
書
名
の
命
名
と
表
紙
題
字
は
白
秋
（
第

一
集
編
集
後
記
）
。
第
一
集
大
正
四
年
一
月
（
印
刷
は
前
年
十
二
月
）
、
第
二
集
同
年
三
月
、
第
三
集
六
月
。
奥
付
は
印
刷
・
発
行
年
月
の
後
に

「
編
輯
者 

深
川
富
岡
門
前
町 

宮
川
兼
次
郞
／
発
行
者 

青
山
与
志
／
印
刷
所 

日
本
橋
四
日
市 

紀
友
扇
店
」
の
記
載
と
、
朱
で
香
の
図
。
第

二
集
・
三
集
は
発
行
者
の
記
載
な
く
、
印
刷
・
発
行
年
月
の
後
に
「
発
行
所 

白
金
詩
社
」
と
記
載
。
編
輯
者
・
印
刷
所
は
変
更
な
し
。
ｂ

は
並
製
本
。
外
題
「LE

 PLA
TIN

E

／N
U

M
É

R
O

 

Ⅳ. 

／A
N

N
É

E
 

Ⅰ.1915

」
仏
語
・
横
書
き
。
表
紙
・
裏
表
紙
は
黄
色
ア
ー
ト
ペ
ー

パ
ー
（
影
印
参
照
）
。
扉
「
白
金
帖　
第
一
巻

第
四
輯 

」
（
題
名
文
字
朱
）
。
第
四
輯
目
次
に
「
装
幀
及
裏
絵 

富
ヶ
岡
曼
魚
」
と
記
載
。
大
正
四
年
九
月
刊

（
印
刷
は
八
月
）
、
奥
付
の
記
載
は
ａ
の
第
二
集
・
三
集
と
同
様
。
日
本
近
代
文
学
館
・
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
・
名
古
屋
市
図
書
館
も
所
蔵

す
る
が
、
第
一
集
～
四
輯
ま
で
の
一
括
所
蔵
且
つ
編
者
宮
川
の
歌
集
『
南
京
玉
』
も
併
せ
て
蔵
す
る
例
は
他
に
な
く
、
貴
重
。

　

巻
頭
は
毎
号
白
秋
の
詩
（
一
・
三
集
）
・
短
歌
（
二
集
・
四
輯
）
。
二
集
巻
頭
で
は
、
深
川
富
岡
八
幡
宮
前
の
宮
川
の
店
の
鰻
が
歌
に
詠
ま
れ

て
い
る
。
編
輯
者
宮
川
は
毎
号
名
を
連
ね
、
茂
吉
・
勇
・
朔
太
郎
・
犀
星
ら
も
短
歌
や
詩
を
寄
稿
。
名
取
春
仙
ら
に
よ
る
挿
絵
が
一
葉
ず

つ
掲
載
。
第
一
集
巻
頭
の
「
こ
の
帖
は
わ
れ
の
な
つ
か
し
く
い
と
尊
と
き
か
ず
か
ず
の
宝
石
を
お
さ
め
た
る
筥
な
り
。
／
青
山
よ
し
子
」

の
序
文
及
び
一
～
三
集
編
集
後
記
か
ら
青
山
の
全
額
出
資
に
拠
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
定
期
刊
行
で
も
な
く
、
「
常
に
新
ら
し
き
驚
異
を
求

め
て
流
転
せ
ん
の
み
」
（
四
輯
後
記
）
と
い
っ
た
自
由
の
気
に
満
ち
、
渋
味
あ
る
瀟
洒
な
装
幀
に
脱
俗
・
清
新
の
風
味
が
宿
る
。（
峯
村
至
津
子
）
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『白金帖』　第 1巻第 1集　裏表紙と表紙（文字は銀の箔押し）



112

『白金帖』　第 1巻目次、青山よし子の序（囲み罫朱）
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架
資
料
六
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『白金帖』　第 1巻第 1集　本文 1 ～ 2頁（ノンブル及びその上の横線は朱）



114

『白金帖』　第 1巻第 1集　本文 7 ～ 8頁（同前）
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書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

115

『白金帖』　第 1巻第 1集　13 ～ 14頁（同前）、13頁は名取春仙 挿画



116

『白金帖』　第 1巻第 1集　巻末後記と奥付（囲み罫と香の図は朱）
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澤
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庫
閉
架
書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印
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『白金帖』　第 1巻第 2集　目次（黄色地に文字黒）
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『白金帖』　第 1巻第 2集　本文 1 ～ 2頁（ノンブル及びその上の横線は朱）
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澤
文
庫
閉
架
書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

119

『白金帖』　第 1巻第 2集　本文 3 ～ 4頁（同前）



120

『白金帖』　第 1巻第 2集　本文 14 ～ 15頁（同前）、15頁は名取春仙 挿画
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六
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『白金帖』　第 1巻第 2集　20 ～ 21頁（同前）
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『白金帖』　第 1巻第 2集　巻末後記と奥付（囲み罫と香の図は朱）
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閉
架
書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

123

『白金帖』　第 1巻第 3集　目次（黄色地に文字黒）



124

『白金帖』　第 1巻第 3集　巻末後記と奥付（囲み罫と香の図は朱）
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文
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閉
架
書
庫
配
架
資
料
六
点
影
印

125

『白金帖』　第 1巻第 4輯　裏表紙と表紙（黄色地に文字黒）



126

『白金帖』　第 1巻第 4輯　目次、本文 1頁目
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庫
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資
料
六
点
影
印
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『白金帖』　第 1巻第 4輯　巻末後記と奥付（囲み罫と香の図は朱）



128

南
京
玉　
　

請
求
記
号 Y911.27/M

　
　

資
料
Ｉ
Ｄ 512004570

　

洋
装
上
製
、
縦
一
八
・
〇
×
横
八
・
〇
糎
、
縦
長
本
。
黒
天
鵞
絨
の
ク
ロ
ス
に
三
方
金
。
糸
に
ビ
ー
ズ
（
南
京
玉
）
を
通
し
た
ス
ピ
ン
付

き
（
「
装
幀 

著
者
」
と
巻
末
に
明
記
）
。
外
題
「
南
京
玉
」
（
表
紙
上
部
に
右
横
書
き
、
一
文
字
ず
つ
囲
み
罫
、
全
て
金
の
箔
押
し
）
。
背
題
・
見
返
し
題

ナ
シ
。
扉
（
書
名
・
著
者
名
は
作
者
自
署
と
見
ら
れ
る
）
及
び
裏
表
紙
は
影
印
参
照
。
前
後
遊
紙
各
一
丁
、
は
し
が
き
一
頁
、
歌
九
二
頁
（
一
頁

に
一
首
ず
つ
記
載
、
題
を
小
字
で
表
示
）
、
挿
画
三
葉
三
頁
、
跋
二
頁
、
関
係
者
一
覧
・
奥
付
各
一
頁
、
全
て
ノ
ン
ブ
ル
ナ
シ
。
跋
文
後
の
一
覧

に
は
、
執
筆
者
・
画
師
と
同
等
に
木
版
彫
刻
担
当
高
坂
栄
之
助
の
名
、
印
刷
所
三
業
社
、
製
本
所
式
部
瀧
三
郎
を
示
す
。
裏
面
奥
付
に
は

「
大
正
四
年

三
月
吉
日　

著
者　

宮
川
兼
次
郞
」
他
、
前
掲
印
刷
所
・
版
元
紀
友
扇
店
と
そ
の
所
在
地
を
載
せ
る
（
以
上
、
詳
細
は
『
目
録
』
参
照
）
。

　

私
家
版
の
歌
集
で
大
正
前
半
期
の
北
原
白
秋
周
辺
の
活
動
を
窺
う
上
で
の
有
益
な
資
料
だ
が
、
他
大
学
図
書
館
や
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
で
も
見
ら
れ
な
い
稀
覯
本
。
前
掲
の
雑
誌
『
白
金
帖
』
共
々
架
蔵
し
て
い
る
例
は
極

め
て
稀
。
白
秋
の
序
文
（
「
は
し
が
き
」
）
と
冒
頭
挿
画
、
吉
井
勇
の
跋
、
名
取
春
仙
・
廣
川
松
五
郎
に
よ
る
挿
画
二
葉
を
収
め
る
。
著
者
宮

川
兼
次
郞
（
曼
魚
）
は
、
本
名
渡
辺
。
明
治
十
九
～
昭
和
三
十
二
年
（
一
八
八
六
～
一
九
五
七
）
。
序
文
に
「
黒
天
鵞
絨
の
歌
集
に
南
京
玉
の
栞

と
は
さ
て
も
興
が
る
う
な
ぎ
や
の
あ
る
じ
な
る
か
な
江
戸
は
深
川
、
今
丹
次
郎
の
凝
り
性
も
の
」
と
紹
介
さ
れ
る
、
深
川
富
岡
門
前
町
の

鰻
屋
「
宮
川
」
の
主
。
同
年
、
白
秋
や
吉
井
勇
、
名
取
春
仙
ら
が
参
加
す
る
雑
誌
『
白
金
帖
』
（
白
金
詩
社
）
を
編
輯
、
本
書
同
様
日
本
橋

四
日
市
の
紀
友
扇
店
か
ら
刊
行
し
た
。
私
家
版
な
ら
で
は
の
凝
り
に
凝
っ
た
贅
沢
な
装
幀
は
、
序
文
で
白
秋
が
「
粋
も
過
ぎ
れ
ば
野
暮
と

な
る
」
と
諧
謔
交
じ
り
に
皮
肉
る
ほ
ど
。
吉
井
の
跋
文
冒
頭
に
見
え
る
通
り
、
江
戸
文
化
へ
の
傾
倒
、
通
人
間
の
交
流
を
背
景
と
し
た
遊

び
の
気
風
の
結
晶
と
も
言
え
る
一
書
。
書
名
や
装
幀
は
、
巻
頭
「
か
ら
こ
」
の
題
の
二
・
三
首
目
と
連
関
す
る
。  

（
峯
村
至
津
子
）
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『南京玉』　表紙、裏表紙とスピン
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『南京玉』　扉（著者名の囲み罫は朱）と北原白秋の「はしがき」
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『南京玉』　巻頭、白秋の絵と句、「からこ」第一首
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『南京玉』　名取春仙　挿画「ふれて鳴る環」
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『南京玉』　「からこ」第二首・第三首、「爾の胸に王国を造れ」第二首
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『南京玉』　「金の沼」第六首、

「強きものよ爾名は女なり」第十三首と廣川松五郎挿画（色刷り）
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『南京玉』　吉井勇の跋文
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『南京玉』　巻末　執筆者等一覧と奥付（囲み罫は朱）


